
アメ リカにおけ る

19世 紀前半 の2人 の先駆的会計人

一B .F.FosterとT.Jones一

久 野 光 朗

1841年,ThomasJonesは"PrinciplesandPracticeofBookkeeping"と 題

す る簿 記 テ キ ス トを 公 刊 した が,そ の業 績 は 簿 記 り 論理(bookkeepinglogic)に 対

す る鋭 い洞 察 力 を持 った 会 計 の 開拓 者 と し て彼 を決 定 づ け る もの で あ る。 そ れ は 同時

代 ㊧ 人 た ち を遙 かに 凌 駕 し,か つ 実 際 に は そ の後 の多 くの継 承 老 た ちを も凌 ぐもので

あ った 。
・(1)

-A .C.Littleton一

§1序 説

本 稿 は,筆 者 が18世 紀 末 か ら19世 紀 前 半 に いた る ア メ リカ会 計 文 献 を 検 討 し
(2)

た 結 果,も っ とも優 れ た 業 績 を 残 した と考 え られ る2人 の先 駆 的 会 計 人,す な

わ ちBenjaminFranklinFosterとThomasJones(1804-1889)の 諸 文

献 を紹 介 し,吟 味 し,か つ,い か な る 点 で 彼 ら が 同 時 代 の会 計 人 を凌 駕 して い

原 稿 受 領 日1980年11月11日

(1)"ThQmasJones-Pioheer,"丁 海βC67'碗 θ4・P%う 露o∠40co%%如 π',June

1927,p.183.

(2)た とえば,エA.Anderson,丁 加 、研3'〃 勿θ1Z)6〃010ρ 〃26窺{ゾ βoo々 ρ々砂 勿g

勿 漉 θF〃3渉 正勉 ゲo/漉 θハ渥"θ彦θθ〃'んCθ π劾7y(UnpublishedMasterThe.

sis,1929),pp.59の ほ か次 の拙 稿 を 参照 された い 。

「ア メ リ カ人 に よ る量初 の複 式 簿 記 文献 」 『商 学討 究 』,第25巻 ・第1,第2合

併号(1974年10月),pp.・47-67;「19世 紀 初 頭 の ア メ リカ会計 文 献」r一 橋 論 叢 』,

第83巻 ・第1号(1980年1月),pp.15-41.
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(3)
たかを明らかにせん とするものである。

(4)
本稿で筆者が検討の対象 とした彼らの文献は次のとお りである。

●
BenjaminFranklinFoster:`

ノ1σoπcゴ3θTグ9鷹 ∫sθoフ ¢Co窺 〃zθ7cぎα1βooん 一んθ6μ7¢9∫…(Boston:

(5)

Perkins&Marvin,2nded.,1837),pp.200+12(24cni).

丁勿114ε7碗 απ"sM伽%α1,…(Boston:,Perkins&Marvin,1838),

PP.252(24cm)と くにChap.11,"principlesofCommercial

(6)B
ook-keeping,"pp.151-172,

(3)下 記 の 諸 文 献 を 参 照 さ れ た い 。

A,C.Littleton,"TwoPioneersofAccountancy,";1`ThomasJones-

Pioneer,";"Pioneerso正Accountancy,"丁 肋Cθ7'ゴ ノ享θ4P%∂ 」ゴo∠40coκ 窺 απ',

Feb.1927,pp.35-37;June1927,pp.183-186;July1928,pp.201,202,220.

14000吻 廊〃8E砂oJ%'疹oπ'01900(N.Y.:AIA,1933)-Rep.ed.(N.Y.':

RusselandRusse1,1966),Chaps.11112,pp.165-204.

H.P.Hughes,"TheContributionsofThomasJonesandBenlamin

FranklinFoster,"inthe研 σθ雇 θ卿 αJE4漉o%o∫Co〃 θoオθ4Pσ ρ¢プ3,AAA

Southeast.RegionalGroup,1976,pp.93-98.

G.J.PrevitsandB.D.Merino,∠4」 田3'oηo!∠4000㈱ 露πg初 、4駕7吻

(N.Y.:JohnWiley&Sonsダ1979),pp.46-51,69.

(4)正i.C.BentleyandR.S.Leonard,β あ κog7α ρぬyo」 〆 πo矯soπ ∠4000κ π♂・

吻gうyA吻6ノ げσα%・4%漉07εVol.1(Boston:H.C.Bentley,1934)を 参 照 し,

筆 者 が 検 討 で き な か っ た 文 献 を 示 せ ば 次 の と お り で あ る 。 ●

Foster:

丁舵 丁海ω η απ41)ア αo'ゴcθo/1300為 ・肋 θρ伽g,…(Phil.さH.Perkins,1840),

pp.112(23×18%cm)『 一 イ ギ リス 版(London:エSouter,1840)が あ り,ま た 別

の ア メ リ、力版(Boston:T.R.Mervin,1845)が あ る。

1)o%配 θ 恥 〃ッEJ%oゴ4α'θ4.…(Boston:T.R.Marvin,1852),pp.1与2

(21%×17%α π).

Jones:』 噛'

Pα7認oκ θ80/1)6碗 σ%4C7θ 疏1)卿oJ畑 θ4'…(N.Y.:」.Wiley,1859),髄

pp.74(246彿),
丁肋8漉oJα 〆3Sッ5'θ 〃ZO/BoO海 一Kθ6ρ勿g'・ ・2(版 権 登 録 は な され たけ れ ど も ・

所 在 不 明)。

(5)BentleyandLeonard,oρ.o菰,p.21に よれ ば,初 版 は1836年 で あ り,第8

版 が1853年 に 出版 され て い る。久 野秀 男,『 英 米(加)古 典簿 記 書 の 発 展 史 的 研究 』

(学 習 院,1979),pp.335-341で は 本 書 の 第3版(1839)に つ い て論 及 して い る。

(6)本 書 に つ い ては,Jones,丁 加P7耽 ゴρ」θs…と と もに,大 阪 経 済 大学 の泉 谷 勝 美
・渡 辺 泉 両 教 授 の厚 意 に よ り,同 大 学 所蔵 の マ イ ク ロ ・フ ィル ムを 貸 与 され た こ と

を 付 記 し,感 謝 の 意 を 蓑す る。
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1)o鋸 ∂12E%〃yE1%c毎 α'6諾 .…(Lonφon:SouterandLaw,1st,ed.,

1843)」PartI,pp.44+PartI,pp.60+SetI,ppβ1+SetI,pp.35・
・ ・(7)

・+〔4〕-7thed .(London:W.Aylott&CO.,1857),pp.xx+152,

丁肋072g吻 απ躍P70978sso∫.βooん 一Kθ の 伽g'…(London:C.H.

,.(8)

Law,18昼2),PP54-Rep.ed.(N.Y.:ArnoPress,1976).

ThomasJones:

Tぬ6P吻 吻1θsα η4P7αc'ガcθo!Boo々 一々 6ゆ%9,…`(N.Y.:Wiley

andPutnam,1sted.,'1841),pp.160(23%c重n).

"AnalysisofBookkeepingasaBranchofGeneralEducation
,"9

伽 耀,。 煎 騨 。。磁 初19)Decem、 。,1842,PP..513二526_

丁勿 ノ1cco%%渉 吻g9」 醜s彦07ゴ απs/oπ ㍑ α1,Vol.4,No.2(Fall1977),'

pp,29-46に 再 録0

800娩 θθρ伽gα 鋸 乃coo襯'磁s吻,…(N,Y.:'John-Wiley,1855),

⑩

pp・2タr+〔1〕(25・m)・ ・

以 下 の 論 述 に お い ては,い ず れ の場 合 も,原 則 と して 冒 頭 に 掲 げ た 文 献,

Foster,、4¢o%擁s6T7¢ α'鉛6… とJones,Tぬ θP7伽cゆ16∫ …を 中心 に 考 察 し,

他 の文 献 に 関 して は 必 要 に応 じて本 文 中 の括 弧 も し くは 脚 注 に お い て 言 及 す る

こ とにす る。

§2B、F.Fosterの 簿 記 書

著 老 は,大 き な 商 企 業 に 記 帳 係 と して 数 年 間 奉 職 した 経 験 を 持 ち,本 書 執 筆

(7)本 書 か ら も理解 され る とお り,Fosterは1840年 代 の初 期 に ア メ リカか らイ ギ リ.

スへ 移住 した ら レい 。 な お,同 書 は,TheInstituteofCharteredAccountants

inEnglandandWales, .躍3彦07蜘Z五 〇σo襯 伽gLゴ'〃 α'%7θ(London:Ma・

nsellInformationPublishing,Ltd.,1975),p.112に よれ ば,15thed.(Lon二

don:GeorgeBell.&So撃,1893)ま で 出版 され て い る。 久 野秀 男,前 掲 書,pp.

49-51,267-273で は 本 書 の 初版 につ い て 論及 して い る。 一

(8>久 野秀 男,前 掲 書,pp.273-279で 論及 が な さ れて い る。

(9)こ の雑 誌 は1839年 に ニ ュ ー ヨー ク で創 刊 され た 月 刊 誌 で,・Jonesの 本 論 稿 をは

じめ 簿 記 ・会 計 に 関す る多 くの論 稿 が 掲 載 され て い る。

⑩Bentley.andLeonard,oρ ・oゴ'・・P.34に よれ ば,本 書 の 初 版 は1849年 で あ り,

1864年 まで種 々の 版 が 出 て い る。

'
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⑳
当時は ニューヨーク商業学校(TheNewYorkCommercialAca咋 卑y)

に籍 をおいて青年たちに簿記 とともに商事要綱 ・習字 ・商業計算 ・書簡 ・通 信

文の指導を していた。彼め本書執筆 目的は,初 心者が容易に理解できるような

簡明な例示による学校向の簿記書であると同時に,実 務に携わる会計人に必要

鯖 報を提供できるよう鯉 勘 構 講 たること贈 つた・
。⇒

そ の 序 文(P.5)で,箸 者 は イ ギ リ ス のMorrisonとCronhelmに 負 う と

こ ろ が 大 き い こ と を 謝 し,ま たMcC%"go"s1)餅 勿%α7yo!Co御 〃zθ706を

も 利 用 した 旨 を 述 べ て い る 。 な か ん ず く.,Fosterの 文 献 がCronhelmの 簿

記 書 に 依 拠 して い る こ とは 周 知 の 事 実 で あ り,た と え ば 本 書 の 第1章,第2章,

お よ び 第4章 の 一 部 はCronhelmの 簿 記 書 の 第1章,第2章,第3章,お よ.

,⑭

び 第8章 の 一 部 で あ ・るo

Oり 本 書 の巻 末(pp.201-207)た 同校 の趣 意 書 が 掲 載 されて い る。・

⑫Fost6r。 τ加076g'%…,pp.27-29に よれ ば.彼 が所 有 も し くは検 討 した と思

わ れ るJamesMorrisonの 文 献 は 次 の4冊 であ る。

4Co〃2ρ 」θ彦6T7θ α露3go〃p7σc'づc¢Zβooゐ ・ゐθθρ`勿g'…(Edinburgh:1803);

Tん θ 五3θη¢θ2z'sρアBoo毎 海θ2ρゴ2zg,…(London:1813);丁 苑θ 」物7σ σ%'π θ

Tαzo乃6〆 ε君3sゼ3如 〃"…(London:1829);・4σ θπ67σJSys'θ 〃30ノ ル惣ノ`σπ・

'〃6・Boo海 ・海66ρゴη9∫ …(London:1830).

また,CharlesMorrisonの 文献 は ・4Co粥 ρ'θ'θSysJθ彿o/P7αo'露 αJBoo々 一

勧 θρ勿g'…(G夏asgow:1814)の み で あ る。Foster,1)oπ 配 θ ・E窺乞y・㍉7th

ed.PP.ix,xの"AuthorsonBook.keeping"に お い ては,先 のJamesMorr

量sonの 文 献 の うち1803年 と1830年 の もの が な く,1826年 の ものが 掲 示 され て い る。

工Morrison,・4Co吻 」θ'θT76σ'ゴ3召…(1808)に つ い て は,久 野 秀 男,前 掲 書,

pp。249-251を 参 照 され た い。

⑬ ⑫ で 引用 したFosterの2つ の文 献 は,と もにF,W.Cro曲elm,Do%δ 」θEπ'η

6yS勿gJθ,…(London:Longman,1818)を 掲 げ て い る。 本 書 に つ い ては,

Little亡on,"PioneersofAccountancy,"PP.201,202;・4σoo%漉 πgE副%彦 伽

… ,、pp.167-170,333-339;久 野 秀 男,前 掲 書,pp.47,48,255-259を 参 照 さ
'れた

い 。・

OφLittleton,∠40co%π'伽g亙oo1%彦 勿〃・一,pp.167,181を 参 照 。 な お,複 合 仕 訳 帳

に 関 しては,BenjaminBQoth,14Co彫 ρ」θ勿 助s'θ 彿o∫ 、800ゐ.Kθθρ伽g,_

(Londo¢Couchman&Fry,1789)に も依 拠 して お り(μ42を 参照),そ の ほ.

か 期 末 財 産 の 時 価評 価 に 関 して はR.Hamilton,∠4π1%〃04%o'ゴo%'oル 惣70肋 π・

漉 ε♂…(Eainburgh:TheAuthor,1788-1sted.,1777),元 帳 勘定接 近 法に

つ い てはT.Jonesに も依拠 して い る。
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さて,』本 書 の構 成 は,簿 記 の 学 習 方 法 と本 書 の 指 導 方 針 に つ い て 述 べ た 序 文

,(pp.9-16)に 続 い て,次 の とお り11章 と2つ の記 帳 例 題 か ら な っ て お り,

さ らに 巻 末 に 改 良仕 訳 帳(pp.182-186),商 業 用 語(187語)の 解 説 くpp.187

-191)
,債 権 ・債 務 の 平 均 滞 留 期 間 算 定 方 法 .(pp.192-199),お よび 日数 計

算 表(p.200)が 付 さ、れ て い る。

第1章 簿記 の起源 と発達(PP・17-22)

第2章 複記 の理論一 均衡 の原則(pp.23-29)

第3章 イ タ リア式一 現代式一 補助簿(pp30-34)

第4章 元帳 の説明.(pp.35-37)

第5章 仕訳法則,月 次仕訳 の留意事項(pn38-42)

第6章 転記 と決算 の指針,記 帳 の検証(pp.43-51)

第7章 商人 会計 の各種書 式(pp.52-56)

第8章 月次合計 仕訳法 の例示(pp.57-65)

第9章 記 帳の理 論 と実践に関す る質疑応答(pp.66-77)

第10章 商取引, ,仕訳記 入,元 帳(PB78-100)

第11章 解 説 と注 意事項(pp.101-104)

第1セ ッ ト 小売商の記 帳例題(pp,105-129)

第2セ ッ ト 商人会計の例題(pp.131-179)

第1章 で は,中 国 ・ギ リシ ャ ・ロー マ の会 計 か らPaciδlo(1494年 一 原 著

で はCronhelm,oρ.c肱,P.xiiiと 同 様 に1495年 ど して い る)・Gottlieb

(1531)・Oldcastle(1543)・Stevin(1602)・Collins(1652)…Booth(1789)・

Kelly(1801)・Cronhelm(1818)に い た る簿 記 小 史 お よび 簿 記 文 献(156冊,

'そ の うち ア
メ リ カの テキ ス ト30冊 以 上)の 解 題 が 簡 潔 に な され て い る 。 か か る

簿 記 史 の考 察 は,す で に 前 述 した ・Cronhelmの 文 献(PP.x-xiv)で もな

さ れ て お り,ま たP.Kelly,丁 加E1θ 〃2θ窺 ∫o!、800ん 一々 66ρ勿9,…(Lon-

don:J.Whiting,1801)-10thed.(London:C.Baldwin,1833)の 序 文

(pp.iv-ix-10thed.,pp.vi-x)で も試 み られ て い る。 とは い え,そ

れ らに 続 く,ご く初 期 の 簿 記 史研 究 のひ とつ で あ る とい え よ う。

第2章 で は,ま ず 簿 記 を定 義 して,"簿 記 とは 常 に 全 資 本(thewholecap一
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ital)の 価 値 とそ の 各 構 成 部 分 の 価 値 を 示 す よ うに財 産(property)を 記 録 す

る 技 法 で あ る"(PP.23,66;Cronhelm,oρ.c肱,P。1を 参 照)と 述 べ,均 衡

性(EQUALITY)こ そ 簿 記 の 基 本 原 則 で あ る と して次 の よ うに い う(P.25

⑮
;Cronhelm,oρ.c舐,PP.4,5を 参 照)o

全体は部分の総和 に等 しいとい うのが精密科学 の基本公理であ り,複 式簿記の上 部

構造は,ま さにこの基盤に依拠 してい る。それは財産 を各種購成部 分からな る全体 と

して考察す る。す なわ ち,資 本金勘定は全資本(theentirecapita1)を 記録 し,貨

幣 ・商品 ・人 名の各勘定はその構成部分を記録す る。 したがって,資 本金勘定 と他 の

すべ ての勘定 との間には必然的に不変的均衡関係が存 在す るはずであ る。

が く して,Fosterは,簿 記 の要 素 を(1)利 益 ・損 失 ・私 用 の 諸 勘 定 を 含 む 資

本 金 勘 定(StockAccount),(2)現 金 ・受取 手 形 ・支 払 手 形 の 諸勘 定 を 含 む貨

幣 勘 定(MoneyAccounts),(3)不 動 産 ・有 価 証 券 な どを 含 む 商 品勘 定(Mer-

chandiseAccounts),(4)人 名 勘 定(PersonalAccounts)と い う4大 要 素

に 分 類 し(Cronhelm,oρ.o∫'.,P.3を 参 照),伝 統 的 な 人 名 ・実 在 ・名 目(擬

制)と い う3分 類 を 排 して い る 。 彼 は い う(P.28;1)o%う1θE撹7ツ …,7th

ed.,P.148;Cronhelm,oカ.6露 。,P.27を 参 照)。"勘 定 を 「人 名 」 ・「実 在 」

・ 「名 目」 に 分 割す る こ とは,過 去 に お い て は 科 学 的 書 物 の尊 厳 を 高 め て きた

とは い え,も っ と も馬 鹿 げ た こ との ひ とつ で あ る 。"

第3章 で は,帳 簿 組 織 に 言 及 し,伝 統 的 な イ タ リ'ア式3帳 簿 制 に対 し て2

'帳 簿 制 を 主 張 し
,か つ 各 種 の補 助 簿 を 特 殊 仕 訳 帳 と して 利 用 す る こ とを 推 奨 し

て い る。 す な わ ち,特 殊 仕 訳 帳 として の機 能 を 有 す る基 本 的 補 助 簿 と して,(1)

現 金 出納 帳 ・(2)手 形 記 入 帳 ・(3)仕入 帳 ・(4)売 上 帳(委 託 販 売 を も含 む)・(5)受

託 販 売 帳 を あ げ,さ らに 上 記 の諸 帳 簿 に 記 入 され な い 取 引 を 記 録 す るた め の 当

03丁 乃oノ 辺1θ70乃απ',31吻7z%α 」,…,pp.'159,160,167,168;Z)σz6ゐ16E2z'7ッ …,

1sted.,p.15;7hed.,pp.3,4で も同 趣 旨の 説 明が な され て い る。 これ は,積 極

財 産 〔Σ貨 幣 勘定+Σ 商 品 勘定+Σ 人 名 勘定 〕 一 消 極 財 産 〔Σ 貨 幣勘 定+Σ 人名 勘

定〕;資 本 〔資 本 金勘 定 一私 用勘 定 ±損 益 〕 とい う資 本 等 式 を 含 意 してい る。 また

Do⑳ 」θE〃'7y…,7thed.,pp。9-11,66,72で は,期 首 資 本 土損 益=期 末資 本=期

末 資産 一期 末負 債 か ら資産=負 債+資 本 とい う貸 借 対照 表 等 式 を 誘導 して い る。
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座帳(DayBook)に ついて も説明 している。また,特 殊仕訳帳化 されない補

助簿 としては(1)交互計算明細帳(Acco聰tCurrentBook)・(2)書 類控帳 ・

(3)小口現金出納岐(そ の合計額を月 ごとに現金出納帳へ記入)・(4)注 文控帳 ・ モ

(5)現金売上帳(そ の合計額を週 ごとに現金出納帳へ記入)を あげている。なお

特殊仕訳帳から元帳への転記に関 しては,仕 訳帳が全補助簿の総括を しうるよ

うに 月末に仕訳帳で合計仕訳を してか ら転記すべきだ と主張 している(p.34)。

第4章 では,先 に第2章 で示 した4勘 定分類に依拠 した元帳勘定の説明がな

されている。人名勘定については改めて解説す るまで もないが,貨 幣勘定に属

する現金 ・受取手形 ・、支払手形に関す る貸借記入 と当該勘定残高の意味を明ら

かにしている。商品その他の財産勘定については,ま ず商品勘定における販売

損益算定方法,つ いで船舶 ・家屋 ・土地に関 して,借 方記入は取得原価 ととも

に修繕費や税金など,貸 方記入は売却その他 の収入 と説明 し,売 残財産の見積

価値(esthnatedvalue)一 原価ではな くて時価(presentprices)を 貸

記する損益算定方法を述べている(PP.36,49,51;1)o幼1θE%〃 夕…,7th⑯

ed.,p.37)o,.・ 、

"資本金勘定は当該帳簿所有主を示すために使われる用語である"(p .36)

として,損 益勘定の資本金勘定への振替について説明し,家 事費勘定もしくは¢の

私用勘定の決算時における資本金勘定への振替,営 業費 ・利息 ・手数料 ・保険

料などの損益勘定への記入について解説 したあ ど,損 益勘定 と私用勘定につい

て次のごとく述べている(p.37)。 名目勘定が依然 として軽視されていること

カミ理解されるo

損益集 合勘定は資本金勘定の分枝 にす ぎない。その 目的 とす るところは,後 者に対

す る数多 くの小口の記入を避け,資 本の個別的増減を総括 し,資 本金へ総括的帰結を

1回 で振 り替 えるこ とにあ る。営業費 ・利息 ・手数料な どの諸勘定 も当該関連項 目を

集計す る損益集 合勘定 の細 目にす ぎず,そ の結果を定期的に損益集合勘定へ振 り替え

⑱ と くにp.36の 説 明はHamilton,oρ.o菰,p.285め 説明 とまった く同 じであ
る。なお,Hamiltonの 簿記書に関 しては,久 野秀男,前 掲書,pp.213-222お

よび渡辺泉,「 ロバ ー ト・ハ ミル トンの簿記書 第W部 イタリア式簿記を中心 に
一 」『大阪経大論集』,第124号(1978年7月),pp.65-93を 参照 された い。

⑰p.74で は次のよ うに指摘 している。"私 用勘定 の金額 も しくは家事費を損益集合

勘定へ振 り替え る会計入 もい るが,そ れは 明 らかに間違 ってい る。"
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る。私用勘定も資本金勘定の主要な分枝である。それを利用するのは私用の牟めに裏
ド

業か ら引ぎ出 した全金額を記録す るた めであ る。 、

第5章 では仕訳法則を説明 しているが,前 章で元帳勘定の説明を先行させで

いる点に本書の特色がある。すなわち,"借 方 ・貸方の仕訳法則は元帳勘定の

性格から推論される。 「物(砺%9S)」 についても 「人(ρθ7SO%S)」 の場合 と同

様に貸借記入される。借方 ・貸方 という用語は勘定の増減(theincreaseor,

decrease)を 示すために利用され,そ の適用は次 の一般法剣に よって規制さ

れる"と述べ,"「 受け入れた物は引き渡 した物に対 して借方である」"と い う

一般法則を掲げ(pp .38,68,103),さ らに先の4勘 定分類に応 じて,それぞれの

記入方法を説明 している。借方 ・貸方を統計的な増減 とい う用語で説明してい

る点は高 く評価できるが,い まだに擬人法に基づ く受払説が尾をひいているこ
⑱

とを も認めねぽならない(pp.101,102を も参照)。 なお,仕 訳に関 しては,す

でに第3章 で述べた とお り,仕 訳帳で各種の補助簿からの月次合計仕訳を した

あ と,元 帳へ転記す ることを推奨 している。

第6章 では,ま ず仕訳帳から元帳への転記について,い わゆる単純取引の湯

合 と複合取引の場合に分けて説明 し,後 者については 「諸 口(ToS%π47ゴ θs,

.8ッ5観47∫ θs)」を使用す るとしている。ついで,勘 定締切前の合計試算表作

成の必要性を説き,決 算手続 として第1に 私用勘定の資本金勘定への振替,第

2に 「損益表(P70〆 露 偽4Lo5sS肋 θの」 と 「残高表(B認 α%c6S舵6の 」の

5作成による期間純損益の算定 と期宋資本の確定手続が述べられている
。いま,

著者が記帳の検証 と称する後者の手続を引用すれば次のとお りである(p.49)。

す べての勘定残高を集計 した ら,元 帳 の損益集合勘定を も含めて,「 損益表」を合

計せ よ。そ の貸借 の 「差額」は純損益であ り,こ れに資本金勘定 の 「差額ゴを加えれ

ぽ,そ の総額は正味資本 とな り,帳 簿が正確に転記 され,か つ勘定残高 が正確に集計

され ているかぎ り,そ の正味資本 は 「残高表 」の差額 と一致す るこ と之なる。

O$ヱ)o%δZgEπ 〃y・∵,1sted.,PartI,pp,21,23;7thed.;pp.11,32,75で も同

様 の説 明がな されてい る。
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上記の損益表 と残高表は帳簿外で作成 されるものであ り(p.176参 照),独

立 した財務諸表 としての損益計算書および資借対照表の萌芽 と考えることがで

.きる。その詳細については記帳例題を紹介す るさいに後述す る。損益集合勘定

と残高勘定は,依 然として帳簿に設定されてお り,上 記り手続は,い わぽ正式

な元帳決算手続に対す る予備手続 としての検証手段になっている。なお,損 益

集合勘定 と残高勘定への記入は,仕 訳を経由しない場合(第1セ ッ トの記帳例

題)と 経由す る場合(第2セ ッ トの記帳例題)が 示されてお り,ま た後老の場

合でも個別転記ではな く,貸 借 とも諸口による合計転記になっている。

さらに,Fosterは,決 算にあたって留意すべき事項 として,2つ の注 目す

べき事柄を指摘している(p.51)。 そのひ とつは先にも若干言及 した手持財貨

の時価評価であ り,も うひ とつは自己資本利子の費用計上である。すなわち,

前者に関 して"素価(primecost)よ りも 「現在価格(カ76∫6彫 ρ7ゴc6s)」で

財貨の価値 を見積 る方が正確であ り至当である"と述べ,ま た後者に関 して"商

人は利益算定前に各投下資本の利子(int6reston・eachinvestment)を 計

上すべきである"と主張 している。

第7章 では,商 人会計に とって必要な各種め書式に関する内容 と様式の説明

がなされている。すなわち,送 り状 ・貨物明細書 ・仕切精算書・指図手形 ・約束

手形 ・外国為替 ・交互計算明細書などである。

第8章 は,第3章 に関連 して前述 した特殊仕訳帳化される各種補助簿につい

て,ま ずそれぞれ1ヵ 月間にわたる個別取引の記入方法,つ いで月末の仕訳帳 ・

における合計仕訳の方法を解説 している。対象 となっている補助簿は現金出納.

帳 ・受取手形記入帳 ・支払手形記入帳 ・仕入帳 ・売上帳 ・受託販売帳などであ
1

るo

第9章 は,こ れ まで考察 してきた複式簿記の理論 と実践について,質 疑応答

の形式で総復習を試みている。すなわち,簿 記の定義に始 まって複記の意義,

帳簿組織 といった簿記原理,1元 帳勘定,仕 訳,転 記 と帳簿の検証,決 算,総 括

表 と検証,商 人会計などであるが,最 後の組合会計(PartnershiporColn・
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pany'Accounts)の 項では組合員勘定に対する引・出額の記帳 とと もに持分に

応 じた自己資本利子の計上を説き,ま た持分に応 じた損益の分配に も言及 して

いるo

第10章 は,前 章における復習を記帳例題によって補強せん とするものであ り,
ノ

後述す る2つ の記帳例題に対する予備的学習になっている。記帳例示は個人企

業を前提に した出資に始ま り,1836年1月1日 か ら同年3月31日 、までの取引を

対象に している。使用帳簿は仕訳帳(金 額1欄 式)と 元帳の2つ だけである。

元帳に設定されている勘定科 目は21で,そ のすべてにアルファベ ッ,ト順の索引

が付されている。すなわ ち,資 本金を筆頭に損益集合 ・現金 ・営業費 ・受取手

形 ・支払手形 ・商品 ・債権 と債務を示す9つ の人名(委 託販売 と受託販売によ

るものをも含む)・ 保険料 ・受取手数料 ・委託販売諸掛(委 託販売勘定へ振 り

替えられて消滅す る中間勘定)・ 委託販売 と続き,最 後に残高勘定が設定され

ている。 また,決 算予備手続 として決算前合計試算表 も作成 されている。

決算手続としての損益集合勘定および残高勘定への振替ならびに損益集合勘

定から資本金勘定への振替は,い ずれ も仕訳を経 由せず,元 帳勘定の間で直接

なされ ている。なお,損 益集合勘定には,手 形の支払割引料 と売上商品の損傷

に よる値引(discount)の2つ が直接記入されている。.さらに,残 高勘定では,

次に示す ごとく(p.100),借 方側に 「資産(Eカ 『θc's)」・貸方側に 「負債

(1)¢δ's)」の文字が見られることに留意されたい(pp.48,129を も.参照)。

魑

6

D7.
BALANCE

cプ.

1836

一 助6`∫ ,一

1836

一z)幼 な.一

Mar,31 ToCash,..... 8,198 12 Mar.31 ByBilisPayable,。. 5,000 00

ToBillsReceivable,. 3,555 77 ByC.Hammond,,. 185 87

ToMerchandise,.. 5,786 00 ByGeorgeSmith,.. 967 31

ToJamesBruce&Co. 1,547 65
}

ToJam合sPeters,.. 896 75 Am'tofmydebts,.. 6,工53 18

ToBuchanan&Co.. 3,360 25 βyS`o碗netCapital,. 17,191 36
一}

23,344 54 23,344 54一
}

鴫

、
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第11章 は,仕 訳法則と元帳勘定の性格について,前 章の取引事例を参考に し

つつ,と くに現金 ・商品 ・受取手形 ・支払手形の諸勘定について平易に解説 し

ている。その内容は既述 した第5章 と大同小異である。

第1セ ッ ドの記帳例題は,個 人企業の小売商を前提に した1836年1月1日 か

ら同年3月30日 までの取引に関す る記帳であるd帳 簿組織は次のとお りである

が,月 次仕訳に基づ く元帳への転記方法は,現 金勘定と商品勘定への貸借記入

のみが合計仕訳を通 じて各月末の日付で行なわれ,そ れらの相手勘定を含む他

の勘定科 目は1ヵ 月分を当該取引発生の 日付(2口 以上ある場合は最終の取引

日)で 行なっている。なお,仕 訳帳は金額1欄 式で,損 益集合勘定および残高

勘定への振替,私 用勘走および損益集合勘定か ら資本金勘定への振替は,い ず

れ も当該勘定の間で直接なされている(p.128の 注を参照)。

慶1≒1》[旛 帳ト元.郵
元 帳 に 設 定 され て い る勘 定 科 目は18で,す べ て に アル フ ァベ ッ ト順 の 索 引 が ・

付されている。その設定順序晴資本金を筆頭耳 私用 ・損益集合(期 中にも記入あ

り)・債権 と債務を示す2つ の人名・受取手形・預金・現金・2つ の人名 ・支払手形

・商品 ・営業費 ・4つ の人名 と続き,最 後が残高勘定 となっている。

いま元帳の次に掲げられている合計残高試算表 ・損益表 ・残高表を示せば次

の とお りである(p.129)。 損益表 と残高表は損益集合勘定と残高勘定から独立

偲
して作成 されていることに留意されたい(p.176を も参照)。

,

(i㊥1)oz6う1θEπ 〃 ッ…,1sted.,PartI,p.35,PartII,SetII,pp.21,46,47;7th

ed.,pp,30,144,145で は,損 益i菱 に 「損 失(Lo33θ3)」 ・「利 益((3α 伽sor・P70ガ's).i,

残 高 表 に 「資 産(五33θ'3)」 ・「負 債(L4α 観 薦 ¢S)」 の 見 出 しが 付 さ れ て い る 。

'
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鰭 TRIA乙BALANCE,ル 勉π均30.
、4吻o%跳. ヱ)伽紹ηcθ&

一Drs .一 一Crs .一 一Drs .一 一Crs .一

,

.1 Sbock,.ド...。...

■

5,000 00 5ρ00 00

1 PrivateAccount,..、.
、.。

85 75 85 75

1 ProfitandLoss,.電.... 8 36 15 75 '7
39

ヱ EdwardFord,.....,. 545 25 216 25 329 00

2 Cash,......... 11,025 0 10,414 69 61ユ 1ユ

2 BillsReceivable,....。. 1,823 5 855 50 967 75

2 Co「mmercialBank,..... 5,150 0 3,931 13 1,21887

2 CharlesDrummond,..。.. 662 31 36 06 626 25

3. BillsPayable,..。.. .. 2,681 13 3;23113 550 00

3 Merchandise,。...... , 6,157 01 4,623 22 1,53379

3 Chεlrges,........ 331 12 331 12

4 AaronBrown,...。.. 1,209 25
'605

50 603 75

4 JamesAndrews&Co.,... 1,895 63 2,645 63 ・750 00

31,5749 86 31,574 86 6β07 39 6,307 39

DR.BALANCESHEET.CR ,
`

助6彦s.～

ToCash,...... .

TQBillsRecei》able,... .

ToCommercialBank,...
P

TQAaronBrown,.....

ToCDrummond,....

ToEdwardFord,,.,.

ToMerchandise,.....

611

967
、

11218

603

626

329

2,500

ユ1

75

87

75

25

00

00

一

73

一D始's .

ByBi]1sPayable,.....

ByJ.Andrews&Co....
.r

Amoμntofmydebts,. 、..

ByrStock,netcapita1,...
し

,

三

550

750

1,300

5,556

00

00
-

00

73

6,856 6,856 73
.

.8

331

36

1卑

脳

ByD.Evans,PLedger, ...
ByMerchandise,. ....

,

「

15

・966

ToSundries,PLedger, ..

ToCharges, .。.. 9
.●

ToStQck,gain,.... ,

「

,

339

642

48

48
-

96

75

21
}

一

9698ユ 981

'
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第2セ ッ トの 記 帳 例題 は,組 合 事 業(Reed,rJones&Co.)を 前 提 に して,

1836年7月1日 か ら 同年12月31日 まで の取 引 を 対 象 に して い る。 組 合 員 は3人

で,う ち1人(B.F.Foster)は 記 帳 を 担 当す るた め給 料 の 名 目で 年$480が

他 の2人 の組 合 員(JohnReedとThomasJones)か ら持 分 額 に 応 じて 支

給 され る契 約 に な っ て い る。

帳 簿 組 織 な ら び に そ の 記 帳 関 係 は,学 習 の 便 を 考 慮 して,第1セ ッ トの場 合

と同 じに して い る が,・第3章 そ の他 で 説 明 した 各 種 補 助 簿 との 関連 性 を 明 らか

に し,受 取 手 形 記 入 帳 と支 払 手形 記 入 帳 に 関 す る記 帳 例 を示 し て い る(pp.178,

179)。 注 目す べ き会 計 処 理 と して は,す で に 第6章 で 言 及 した こ とで あ る が,

決 算 に あ た って(借 方)利 息(貸 方)資 本 金(Interest,1)7.'o鋭oo々)と い

う仕 訳 を 通 じて 自己 資 本 利 子(年6%)が 計 上 され て いる こ とで あ る。 さ らに

受 取 利 息 に 関 して も,交 互 計 算 勘 定 ・B.F.Foster以 外 の2人 の組 合 員私 用

勘 定 ・・マル ス 号(船 舶一%の 所 有)に つ い て 計 上 され て い る。'

元 帳 に は アル フ ァベ ッ ト順 に 索 引 を 付 した39の 勘 定 科 目 が設 定 され て い る。

す なお ち,資 本 金 を 筆 頭 に 損 益 集 合 ・利 息(混 合 勘 定)・ 受 取 手 数 料 ・保 険 料

・営 業 費 ・現 金 ・受 取 手 形 ・支 払 手 形 ・委 託 販 売 諸 掛(委 託 販 売 勘 定 へ 振 り替

え られ て 消 滅 す る 中 間 勘 走)・ 委 託 販 売 ・ニ ュ ー オ ー リン ズ 向 冒険 事 業 ・ ロッ

テ ル ダ ム 向 冒 険 事 業 ・大 麻 組 合 売 買 ・藍 組 合 売 買 ・綿 花 ・商 品 ・ラ ル ス 号(船

舶 一%の 所 有)・3つ の組 合 員 私 用 ・17の 債 権 と債 務 を 示 す 人 名(委 託 販 売 と

受 託 販 売 に よる も の を 含 む)と 続 き,最 後 が 残 高 勘 定 に な って い る。 また,第

1セ ッ トの場 合 と同様,決 算 前 合 計 試 算表 ・損 益 表 ・残 高 表 も付 され て い る 。

各 種 損 益 勘 定 の 損 益 集 合勘 定 へ の振 替 と各 種 資 産 勘 定 ・負債 勘 定 の残 高勘 定

へ の振 替 は,第1セ ッ トの場 合 と異 な り,仕 訳 帳 に お け る仕 訳 を 経 由 して転 記

され て い るが,い ず れ も個 別 的 に 相 手 勘 定 を 記 す こ とな く諸 口(ToorBy

Sundries)で 示 され て い る(1)o%∂16E%〃 ツ…,7thed.;PP.128,129,140で

も 同様)。 た だ し,私 用 勘 定 と損 益 集 合勘 定 の 資 本 金 勘 定 へ の 振 替 な ら び に 資

本 金 勘 定 の残 高勘 定 へ の振 替 は 仕 訳 帳 に お け る仕 訳 を 経 由 して い な い。 い ま,
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'上 述 した こ とを理 解 して もら うた め に 資 本 金
・損 益 集合 ・利 息 ・残 高 の 各 勘 定

⑳

を 示 せ ぽ 次 の とお りで あ る(pp.165,174)。

蔓1

Z)zST㏄K.0κ
!

1836

Dec31 ToBalance,。.. 12 17,422 81

1836

July.1

Dec.31

31

ByCash,.。...

ByInterest,。...

ByProfitandLoss,..

1

11

12

14,400

432

2,590

00

00

81
-

8117,422

一

81
一

17,422
一

DκPROFITANDLoss.0κ

1836

Dec.31

31

ToSundries,。.。

ToStock,...δ

12 675

2,590

53

81
一

1836

Sept.30

Dec.31

ByIndigoinCo...

BySundries,...

4

12

242

3,024

16

18
-

343,266 34 3,266
一 一

Z)κINTEREST.0髭

1836

Dec.20

31

31

ToCash,.....

ToStock,....

ToProfitandLoss,.

9

11

12

26

432

57

96

00

9

一

1936

Aug.20

Sept,30

D㏄.2

1

24

31

31

31

βyCash,.....

ByIndlgoinCo.。.

ByCash,....

ByJ.Ra!p$ay,..' .

ByJ.Thompson,...

BySalesConsignm'ts,

BySundries、.. ..

BySundries,...

1

4

10

10

10

11

11

7

20

51

36

242

39

75

43

22

86

84

24
∂

も

36

47

24

62

516 85 5王6 85一

㈲ ただ し,資 本金勘定 の仕丁欄12(借 方側 と貸方側)と 残 高勘定 の仕丁欄1(お そ

らく12の 間違いであろ う)の 記入は仕訳帳 を経 由 してお らず,上 述 した説明と矛盾

してい る。
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1)κBALANCE. .0冗

1836

Dec.31 ToSundries,.... 12 21,789 69
『

1836

Dec。31

31

BySundries,...

ByStock,....

12

1

4,366
-17

,422

88

里
6921,789 6 21,789

『 一

Fosterは,上 述 した .2つ の 記 帳 例 題 を示 した あ と,改 良 仕 訳 帳(Improved

∫ourna1)と 称 して,貸 借 双 方 に そ れ ぞ れ商 品 ・現 金 ・諸 口 の3欄 を 有 す る多

㈱欄 式 仕 訳 帳
を 掲 げ,'第1セ ッ トの取 引 例題 に 基 づ く記 帳 を 示 して い る。"こ の

方 法 は,い まや 多 くの 大 規 模 商 業 に よ っ て採 用 され て い る"と 彼 は 述 べ,ま た

"書 籍 商 ・卸 売 商 ・小 売 商 の ご と く,同 種 記 入 が 頻 発 す る事 業 に 適 用 され る"

(p.182)と して い る。い ま,そ の 第1頁 を示 せ ば 次 の とお りで あ る(p.183)。 い

う まで もな く商 品 ・現 金 は 月次 合 計 で元 帳 転 記 が な され,諸 口に 関 して は 個別

転 記 が な され て い る。

㈲ す で に.W.Mitchellの 簿 記 書(1796)お よびL,Prestonの 簿記 書(184昏

1851)が 多 欄 式仕 訳 帳を 説 明 して お り,」.Bennet(t)の 簿 記 書(1820・1821・

1842)が そ の 萌芽 を示 して い る こ とに つ いて は,2編 の前 掲 拙 稿 を 参 照 され た い。
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IMPROVEDJOURNAL. .

一DRS門
・

●

BOSTON,知 π吻 耽y1,1836. 一CRS .一

Mdze.

1β956

1,895

1,575

1、575

63

88

8

Cash,

5,000

〃

187

5,187

〃

ノノ

〃

Sundries.

〃

〃

4,800

,105

895

105

58〃

〃

〃

45

5,952

5,187

1,895

13,035

〃

〃

〃

箋

0450

36

120

〃

62

668

『

oo

〃

00

06

,Q
唱
o
山

」
①
α
で
Φ

CASH,0忽 彦oS彦06尾'
『F

orcapitahntrade,.....,

1

MERCH州DISE,D細 ∫∠肋 伽 郷(覧 α レ,

Bought,asPInvoice,....
'5

CoMMERcIALBANK,D飢 如C箆sん,

Depositedthisday,.....

.3

,AARONBROWN.D飢 如 ル惣πんα7z撚 ¢

14yds.Cloth,..@325,..455(蒙

8〃do..@750,..6033

15

J,ANDREws&Co.D髭 如 βゴゐ 勘 アzδ1θ,

ForNo。1,dueMarch15,....

30
BILLsREcEivABLE,D飢'o〆1.β70膨,

ForNo.1,dueMarch1,.6..

〃 一

CASH,D飢 如 漉 勿 σ々η(跳¢'

ForCashSalesthismonth,...
'

〃

CHARGES,ヱ 九 彦oωs鬼

・Paidthismonth, .......

伽%劾 砂 彦∂如 な.

.....Sundries,......

..D..Cash,.......

..』...Merghandise,.....

..。 。.ProofP..1. ● ■ ● ●

飽 ∂7㍑鰐2,1836.

J.ANDREws&Co,Dκ'o(海sん,

Paidthemonaccount,....

2

C臼ARLEsDRuMMoND・Dκ 勿ル勿肖吻 耀 融

8yds,Cassimere,@275,2200

1者 一・〃Bro.Cloth,@750,1406

4

B.CANFIELD,D幻 ∂ル勉励 απ跳 ¢

48yds..Cassimere,..@25σ,..
・6

MERCHANDISE,D飢 如D.β 昭 腐

ForamounthisInvoice,....

9'

B.CANFIELD,ρ 〃 ∂ル勉κ乃α%伽6

62yds.↑oilinette,..@100,..

〆1規0πη彦Sノわ7襯70し

Sundries.

5,000

1,895

〃

ノノ

895

105

ノノ,

〃

7β96

4β45

293

13,035

〃

・〃

〃

1,575

「暉「

〃

工,575

ノノ

〃

〃

〃

Cash.

4β00

ノノ

ノノ

45

7『 「4β45

3て

08

翻

〃

〃

〃

8

〃

〃

〃

Mdze.

『
つ
」

曽

3,

0450

〃

〃

〃

〃

〃

〃

088450

105

187

の ロ

2930

36

Ol20

62

0218

※6000の ミスプリン トであろう(久 野注)。
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§3T.Jonesの 簿 記 書

著 者 は会 計 士 め経 験 を 有 し,Fosterと 同様,ニ ュ ー ヨー ク商業 学 校 に 奉 職'
1國

し,本 書 執 筆 当 時 そ の 校 長 を つ とめ て い た 。 本 書 の 冒頭 に は,J.H.Shepherd

を 筆 頭 に 個 人 ・団体 ・学 生 た ち か ら の 本 書 に 対 す る書 簡 形 式 の賛 辞 と ともに,

商 業 学 校 の 趣 意 書 が 掲 載 され て お り,そ の あ と次 の よ うな 構成 に 基 づ い て 執 筆'

され て い る 。 第4章 まで が 原 理 編 で あ り・,第5章 以 降 が そ の応 用 編 とい うこ と

に な るが,Jones簿 記 論 の 優iれた特 徴 は 前 者 に見 られ る。

!
序 文(PP.i-iii)

簿記 の研究に関す る予備的留意事項(pp圭v-xvi)

第1章 簿記 の理論一 整理 の問題(pμ17-31)

第2章 一般原則一 元帳 の記帳練習(pp.32-45)

第3章 貸借 の均衡一 勘定 の締切,新 勘定 の開設,試 算表,2組 の勘定 の均衡,改

良型試算表,残 高表(pp.46-57)、

第4章 取引 の分解一 仕訳,転 記(pp.58-70)

第5章 受託販売,組 合売 買(pp.71-85)

第6章 取引例題,組 合事業 の形成(pp,8卜104)

第7章 実践的様式一 現金 出納帳,当 座帳,元 帳(pp.105-130)

第8章 補助簿一 月次仕訳(pp.131-142)

第9章 勘定 の開設 と締切に関す る一般的留意喜項,組 合事業の清算,簡 便法の併用,

合計仕訳(pp.14&-160)

著者は,ま ず序文において,"知 識 とい うものは,同 一の普遍的真理に関連す

る事象を統合 しうる度合に応 じて集積 されるのであ り,,多 くの場合,そ れらの

原則は個別事象のなかに混合 して しまっているので,そ れらを整理するために

は多年の努力が必要である"(P.i)と 述べ,さ らに"当 初の研究において,個

別事象から原則を抽出せをとし・かつ科学の名に値す る普遍的 ・理論的秩序を

見い出そ うとして,著 者ほまった く孤立無援であ り,先 駆者たちの業績から得

⑫2}丁 海θ56勿 π6¢o/Do%∂ 」θ・E%'η βooゐ ・K¢ θρ勿8【 ジ・〈N.Y.:WB.Harkness,

1840),pp216(22%cの の 著 者 。
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る と ころ は 皆 無 に ひ と しか った ので あ り,'こ の点 で 著 者 の 仕 事 が 並 大 抵 の 困難

で は な い こ とを 知 っ た"(p.iii)と 述 懐 して い る 。

か か るJonesの 努 力 は,後 述 す る とお り,従 来 の経 験 律(ruleofthumb)'

に 依 拠 す る 仕 訳 接 近 法 に 代 え て 論 理 的 な 元帳 勘 定 接 近 法 を 産 み 出 した ので あ る

が,そ の努 力 の 成 果 は 自分 の 弟 子 た ち 一 た と え ばNicholasHarriSや

Fosterに よ っ て 本 書 の公 刊 以 前 に 発 表 され て レま っ たρ で あ る・ 彼 は,そ の

票ll窃を 非 常 に 不 快 に 感 じ,Fosterか ら彼 へ 宛 七 ら・れ た 次 の よ うな 書簡 を 掲 載
・ 鋤

して い る(p.v)。Jonesの 簿 記 理 論 の特 徴 を 知 る こ とが で き る と同 時 に,

Fosterの 業 績 がJonミsに そ の多 くを 負 って い る こ とが 理 解 され るで あ ろ う・

「

o

ニ ューヨーク,1838年8月1日

ThomasJones殿

.拝啓:小 生が 「貴殿 の」簿記教授法であ ると理解 している主要な特徴,し たが って

私見では貴殿が その創始者た る栄誉 をにな うものは次のとお りであ ります。

第1理 論の説明を元帳か ら始め ること。

第2各 個別勘定 の大要を説明 し,そ の利用 を示す こと。

第3各 種勘定か ら推論 して商人 の財政状態に関す る2つ の計算書を作成 し,そ れ

ぞれ商人の正味財産額を示す こと。,

第4複 式記入に よる元帳は,貴 殿が ……(い まや第1』次勘定 ・第2次 勘定)と 称

す う2組 の勘定を有 し,各組の勘定がそれぞれ商人 の財政状態 を示す計算書をつ くり,

か?商 人 の正味財産額を示す こと。(第1次)勘 定 ……の結果 と(第2次)勘 定……

の結果の一致セとよって決算が終了す ること。

第5一 連 の元帳練習帳で生徒に実践 させ るこ とに よって上記 の知識を確認 し,そ

⑳BentleyandLeonard,oρ.6菰,pp.22,23,24に よれ ば,下 記 の2つ の 著 書 が

あ る。

.4Co初 μ θ,θ3y8'θ 彿o∫P7σo'ゴoσ 」 βoo々 ・んθ¢μ π8【…(Hartford;Brown

&'Persons,1838),pp.222十 〔2〕(23%6π).

タ 〃s'.乙 θs80%8伽 βoo々 ・ゐθθρ勿g∫ …(Hartford:Brown&Persons,1841),

pp.104(22%c卯z).

㈱Boo娩 θ6ρ勿g… の 巻 末 に も 掲 載 さ れ て い る が,同 書 の 巻 末 に よ れ ば,さ ら に

JamesNixon,7'加R%4癩6π'30/βoo々 ・々 66ρ 勿8∵ …(NY.:且 工Hunting・

ton&MasonBros.,1854),pp.167(18%oの はFosterの 模 倣 で あ る と い う。
〆 な お

,同 上 の 書 簡 は,Littleton,・4cco鰯'伽g勘oJ%'60π …,pp.181,182で も 引

用 さ れ て い る 。
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れ によって どのよ うな元帳か らで もその成果を引 き出す方法 を生徒に学習 さ せ る こ

と。

第6生 徒に 日記 帳の諸取引か ら未記入 の元帳 の各欄へ記入 させ,そ れに よって仕

訳帳が な くて も元帳を作成す る方法 を学習 させ るとと。

小生が知 るか ぎり,こ の複式簿記に関す る特異な教授方法 は貴殿の創始にな るもの

であ り,そ の効用 と意義准強調 してい るの も貴殿に依拠 してい ます 。

小生は,the"Merchant'sManual"と 題す る小生の近 刊本 の編集に あたって,貴

殿の講義かう得牟知識を利用 しましたが,簿 記 の原則に関連す る第11章 の元帳の説 明

に関 して,そ の謝辞は本書 の次 の版でなす こ とに し,こ の版では不注意に も省略 して

しまい ました。 ,敬 具

B.F.Foster

第1章 では,"簿 記の理論は財務取引を記録 ・整理するもっとも簡単で,も っ

とも分 りやすい方法を教えるものである"(p.17)と 述べ,組 織的簿記の理論

が純粋に分類 ・整理の問題である・として,元 帳人名勘定の記入方法を例示 した

あ と,勘 定への貸借記入に関す る伝統的な擬人法を次の ように鋭 く批判 してい

る(pp.20,21,55の 脚 注800競66ρ 初9…,序 文,pp.iii,iv)。

しか し、借方 のすべてが債権額 では な く,・また貸方 のすべてが債 務額で もない。あ
　

る借方項 目は債権であ り,他 の借方項 自(資 本金)は 引出額であ る。 ある借方項 目

(商品)は 支払額であ り,他 の借方項 目(現 金)は 受取額であ る。貸方項 目もまた同

様に異なった事実を示す 。こ うして,借 方 ・貸方 の用語が恣意的に用 いられてい るこ

とは明 らかであ るp借 方 ・貸方 の用語を一 義的な債権 ・債務 の関係 で表示 しようとす

るこ とは,必 然的に曖昧な言葉 を使用す ることになるか,さ もなければ,実 体を もた

ないばか りでな く,そ の債権 ・債務がわれわれ の達成 目的に明確な関連を もたない事

物 まで も擬人化 して しま うことになる。勘定 のいずれかの側 を指示す る名称 としては

それ な りに 目的にか なっている。そ うだ とす ると,青 欄(bluecoiumh)と 赤欄(red

column)と い う言葉を用いても,そ れが慣習 として容認 され るか ぎり,同 様に間に

、あ うのであ る。借方 ・貸方の用語は人名勘定については文字 どお りの意義を有 してお

り,こ れが比 愉に よってその他の全勘定へ 拡張 され てきた のであ る。 しか し,こ の比

喩 の構成関係は,学 生 の指導に用 いるには瞬昧 であ りす ぎ,そ の課題を解 明す るとい

うよ りも神秘化 して しまうことにな る。
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か くして,Jonesは,次 の2つ の 命 題 を 通 じて,第1次 勘 定(primary

accounts)と 第2次 勘 定(sbcondaryaccounts)と か ら な る2勘 定 系 統 理

論 を 展 開す る ので あ る(P.21;Boo勲6θ ρ珈9…,PP.28、39-41;"Analysis…,"

pp.35-42を 参 照)。"

命 題1(PROPOSITIONI)

特定時点におけ る資産(Resources)と 負債(Liabilities)を 確定す ることができ
『れば

,そ れ らの比較 を通 じて当該時点の財政状態 が決定 され る。……(以 下,数 値 例

な ど10行省略一 筆i者)

命 題H(PROPOSITION皿)

期 首の財政状態 を決定 し,か っ当該期間 の損益(GainsandLosses)を 決定で き

れば,そ れに よって期末 の財政状態 を決定す ることがで きる。……(以 下,数 値例 な

ど11行 省略一 筆 者)

か くして,こ の2つ の分離 ・独立 した命題を年 当に考察 し うるような方法で, .それ

ぞれ の命題 の諸条件 を充足 させれば,必 然的に同一 の結果を導 くこ とにな る。されば

複式記入(DoubleEntry)は,事 業 に生起 した諸事実 を整理す る2つ の異なった方

法を有 しでお り,そ れぞれの方法は,別 個の勘定系統(adistinctsetofaccounts)

・を持 ってい る。すなわち,一 方 の勘定系統は第1命 題 の諸条件 を充足 し,他 方 の勘定

系統は第2命 題 の諸条件 を充足す る。そ して,両 者 の結果の一致は,い わゆ る 「決算

伽 θ∂α1α解 θ0ア ∂0碑S)」を構 成す るのであ る。

上の引用から明らかな とお り,第1命 題は(期 末)資 産 一(期 末)負 債=

(期末)資 本 とい う資本等式を示すパラダイムであ り,第2命 題は(期 首)資

本±(期 間)損 益=(期 末)資 本 とい う会計等式を示 すパラダイム.であ って,

両者は必然的に均衡す る。そ して,第1命 題に関連する現金 ・受取手形 ・支払

手形 ・人名の諸勘定が第1次 勘定系統に属 し,ま た第2命 題に関連する他 の全㈱

勘定が第2次 勘定系統に属することになる。 したが って,.こ のJonesの 勘定

理論に よれば,各 種の損益勘定はもちろん資本金勘定や商品 ・船舶などの資産

勘定 も第2次 勘定に属す ることになる。それは,か ならず しも現代の実在勘定

⑳P〃 α40紹s… に お い て は,そ れ ぞ れ 財 務系 統(financia!department)と 営 業

系 統(busihessdepartment)と 称 され て い るとい う。Littleton,・4cooκ 癖 〃g

E砂oJ傭oπ …,p.177を 参 照 。
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・名目勘定 とい う基本財務諸表 に関連した勘定分類 とは同一でないに しても,
・ ⑫6}

それ と一脈相通ずるものカミあることを認め うるであろ う。

Jonesは,先 の引用犀続いて、第1次 勘定 ・第2次 勘定に属す る諸勘定につ

いて,そ の記入方法 と残高の意味を個別的に解説 したあ と,2つ の勘定系統に

分けて,そ れぞれ具体的な元帳勘定で数値例を示 している。なお,そ の数値例

では,現 金 ・受取手形など彼が 固定財産 ㊥xedproperty)と 称す る資産 と

区別 して,彼 が変動財産(且oatingproperty)と 称す る商品や船舶などに関

し,そ れらがすべて売却された場合 と一部売れ残った場合 とに分けて,説 明が

なされている。後者の場合,売 残財産の評価は判断 もしくは見積の問題である

として,時 価が採用されている(PP.xv,xv量,31,Chap.2の 練習問題;

"Analysis …,"p,37を 参照)。

第2章 では,第1章 の一般原則を呉体的に理解させるため,ま ず元帳勘定を

第1次 勘定 と第2次 勘定 とに分けて記帳練習をさせ,か つ前者から資産負債表

(ResourcesandLiabiiities)を,後 者から損益表(Pro丘tandLoss)を

作成 させるべ く,8つ の練習問題を掲げている。すなわち,一 般原則に基づ く
層徹底 した記帳練習である

o

第3章 では,貸 借の均衡性は複式簿記の基本的特質であるとしなが らも,それ
ノ

は 先 に 説 明 した 二 重 の分 類 整 理,す なわ ち2組 の勘 定 系 統 の 帰 結 に よ る もので

あ る と して い る 。 まず 第1次 勘 定 系 統 は 現 金 勘 定 だ け に 限 定 して 第2次 勘 定系

統 との 均衡 関 係 を 説 明 した あ と,さ らに 信用 の 導 入 に と も な う受取 手 形 ・支 払

手 形 ・人 名 の諸 勘 定 を も含 め た 第1次 勘 定系 統 と第2次 勘 定 系 統 との 均 衡 関 係

を 説 明 し,資 本 等 式 を 前 提 に して 固 定 財 産 は す べ て現 金 の変 形 にす ぎ ない とい

う観 点 か ら,第1次 勘 定 へ の借 方 記 入 は す べ て 固 定 財 産 の 増 加 で あ り,そ の 貸

方 記 入 は す べ て 減 少 で あ る と述 べ て い る(p.48)。 こ こに お い て,わ れ わ れ は

⑳LittIeton,∠4600%π 伽gEooJ%'ゴo%…,p.175で は次 のよ うに 評価 している。
"も し誰かが 「実在」・「名 目」 とい う術語 を普及 させないでいたな らば

,お そ らく

「第1次 」・「第2次 」 とい う方が術語 と して も使用 しやすか ったであろ う。彼は,
た しかに この2勘 定系統 の明確iな区別が,組 織的簿記に とって不可欠であ ると考え

た結果,相 互対立をは っき りさせ る術語を慎重 に選 んだに違いない。現在の術語が

この術語に まさるとも思えない。"
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彼が貨幣系統 と給付系統 とからなる素朴な2勘 定系統理論を展開 していること

を知るのである。

りいで,第1次 勘定と第2次 勘定につき,そ れぞれ締切(ToorByNew

Account)と 開始(ToorByOldAccount)の 記入方法を例示 したあ と,

記帳の正確性確認手段 として決算前残高試算表の作成を説いている。 しかし,

彼は試算表 の作成を記帳の正確性確認手段に限定 して考えているのではな く,

次の引用からも明らかなとお り,積 極的に経営状況の理解のための資料 ともみ

な している(p.56)o

多 くの事業 では試算表を月 ごとに作成ず るのが慣行 になってい る。 しかし,年 に2

回以上 も棚卸 の労をとることは稀であ り・その作成1は転記の均衡性検証 以外のなに も

ので もない。 しか し,わ れわれは,試 算表が商人へ経営状況に関す る重要 な情報を提

供 し うるように示す ことを 目論んで いるのであ る。

こ こ で,Jonesが 推 奨 す る改 良 型 試 算 表 と残 高表 お よび 損 益 表 を 掲 示 す れ

ば 次 の とお りで あ るが,か か る計 算 書 の作 成 に 関 して,"若 い 読 者 に 銘 記 して

・IMPROvEDFQRMoFTRIALBALANcE

DEBlT CREDlT

RESULTS. BALANCES. BALANCES. RI潟uLTs

18,700 89 Cash,

16,241 02 BillsReceivable,

BillsPayable, 20250 oo

josephSteele,
jamesKeUy,

4,974

5β33

29

33
ρ Wil聴amBrown, 3,000 0

774 50 JamesKing,
goo 00 PeterHawes,

1,500 00 6236,616 41 一 JamesWilson, 35,057
.

一

・23
,420 00 Merchandise, 8,948 50

6,500 oo Cotton,

6,000 oo ShipmenttoLondon,

4,470 00一 HarlemR.R.St㏄k,

40,390 QO

250 oo Charges,

288 38 06 , Interest,
St㏄k, 33,288 35 42,236 85

$77,29447 77;294 4? $,77,294 47
一

77294 47
一

一 一

鋤"Analysis…,"pp.38,39で は,も っ と明 確 に 説 明 され て い る。 す なわ ち,(借 方)

第1次 勘 定(貸 方)第2次 勘定 とい うパ タ ー ン とそ の逆 のパ タ ー ンで あ る。
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RESOURCES. LIABILITIES.

Cash,. .・.

BillsReceivable,

JamesAdams,

EdwardHarrison ,

ShipRover,valueda

Merchandise,..

3001300

0001400

000300

653300

0001800

11357 里
$63β1000

Bi11sPayable,.,, ..

HenryPrince, ...,.

StockCommencing,$44,270

Gain,8ρ15

Presentnetcapitai'

oo

oo

00

25

0

∩
V

7

」4

。652.285

而$63β10

PROFITAND'Loss

ToLedgerpostings,。..

〃ShipmenttoLondon,..

〃Charges,...。..

〃Stock,netgain,....

327

87

2,527

8,015

00

00

00

00

ByMerchandise,。...

〃ShipRover,.....

〃Cotton,。...9.

5,592

4,310

1,054

00

00

00

-

00$10,956 00 $工0,956
一

おいてもらいたい ことは,同 じ努力を傾注するのであれば,科 学的かつ有能な

会計人の顕著 な指標は「簡明性(coπc∫3θ麗 ∬)」と 「理解可能性(ρ6欝 がc%勿)」

とい うことである"と述ぺている(pp.56,57)。

第4章 でセち1840年1月1日 から同月16日 まで,開 始記入を含めて具体的な

16の取引を掲記し;そ の分解 と元帳への転記を例示 している。すでに第2章 と

第3章 で元帳勘定接近法による記帳練習がなされているので,容 易に理解され

るところである。例示 された取引のなかには購入 した備品(Fixtures)$150

の営業費(charges)へ の直接借記(金 額が相対的に小さいので問題はないか

もしれない),貸 倒損失め計上(損 益集合勘定への直接借記),手 形 の割引(利

息勘定への借記)な どがある。ちなみに手形のサイ トは30日 から60日 になって

いる。元帳では第1次 勘定に属する現金 ・受取手形 ・支払手形 ・2つ の人名の

'
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諸 勘 定が 設 定 され,そ の 下 に は 残 高 表 が 示 され て い る。 他 方,第2次 勘 定 に 属

す る も の と して は 資 本 金 ・商 品 ・綿 花 ・ロソ ドン向 積 送 品 ・利 息 と営 業 費 の 諸

勘 定 が 設 定 され,そ の 下 に は 損 益 表 が 示 され て い る 。 な お,.第2次 勘 定 に お け

る各 種 損 益 の 損 益 集 合 勘 定 へ の 振 替,な らび に 同勘 定 か ら資 本 金 勘 定 へ の振 替

に 関 して は 仕 訳 を 経 由 せず,直 接 当該 勘 定 の間 で な され て お り,ま た 新 しい 日

付 で の 前 期 繰 越 の 手 続 もな され て い な い。 特 筆 す べ き は 残 高 勘 定が 設 定 され て

い な い こ とで あ ろ う。

第5章 で は,受 託 販 売(commissionbusinessconslgnmentaccount

sales)と 組 合売 買(speculationincompany)の 記 帳方 法 に つ い て 詳 論 し

て い る。 前 老 に つ い て は,入 名 を 付 した 受 託 販 売 勘 定(第2次 勘 定 に 属す る)

を 設 定 して 関 連 す る営 業 費 ・保 険 料 ・手 数 料 な どを 振 替 に よ っ て借 記 す る と同

時 に 売 上 を 貸 記 し,そ の 差 額 を 当該 人 名 勘 定 へ 貸 記 す る方 法 が 述 べ られ て い る

(βoo競6θ ρ勉g…,pp.62-68を も参 照)。 後 老 に 関 して も,組 合 売 買勘 定 を 設

定 して,ほ ぼ 同様 の記 帳が 行 なわ れ る の で あ るが,貸 記 に つ い て,も し当 方 で

販 売 を しな か った 場 合,自 己 の純 手 取 額 の記 入 の み が な され る。 そ して,以 上

の説 明 に 従 って,'前 章 の 帳 簿 記 録 を 引 きつ ぎ,1月17日 か ら 同月30日 まで,30

の一 連 の取 引 に 関 して,仕 訳 と元 帳勘 定 へ の記 入 が な さ.れて い る。 な お,1月

24日 付 で 外 貨 取 引 一 £1,200sterlingが あ り・ そ の換 算 は$1=4s・6d・

に な っ て い る(pp.80,93の 取 引 例 惹 同様)。

第6章 で は,2人 の組 合 員(WilliamJonesとThomasJones)か ら な

る組 合 事 業 を 前提 に しで,1841年2月1日 の開 業 取 引 か ら 同 年5月30日 まで の.

諸 取 引 を 日記 帳形 式 で 示 して い るが,"そ の も っ と も重 要 な達 成 目標 は,こ れ ら

諸 取・引 か ら一 定 期 間 の 終 わ りに資 産(R磯ources)・ 負 債(Liabilitieの ・

利 益(Gains)・ 損 失(Losses)に 関す る計 算 書 を 作 成 す る理 論 を 修 得す る こ

とで あ る"(p.86)と い う趣 旨 に依 拠 して い る 。 い うまで もな く,そ こに は 財

務 諸 表 作成 目的 の 簿 記 とい う理 念 が 明確 に 打 ち だ さ れ て い る 。 な お,取 引 の 日

記 帳(Memorandumsoftransactions)に は 仕 入 帳 ・現 金 出 納 帳 ・小 口現
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金 出納 帳 ・売 上 帳 な ど の補 助 簿 へ の記 入 関係 も 明示 され て い る。

注 目す べ き取 引 例 と して は,4月1巳,新 組 合 員(GeorgeJones)の 加 入

に と もな い,3人 の 出資 額 を 等 分 に す るた め,旧 組 合 事 業 の 資 本 金$40,535.68

の うち$535.68を2人 の 旧組 合 員 人 名勘 定 の貸 方 へ振 り替 え,さ らに 旧組 合 事

業 の 受 取 手 形 お よび 債 権$20,372.92に 対 して6%の 貸 倒 損 失(baddebts)

を 見 込 計 上 す るた め,新 組 合 員 人 名勘 定へ の 貸 方 記 入$407.46と2つ の 旧組 合

員 人 名勘 定 へ の$203.73ず つ の 借 方 記 入 が示 され て い る。

第7章 は,前 章 の取 引 例題 に従 っ て,下 記 の 帳 簿 組 織 に基 づ く記 帳 例示 で あ
圏

る(Boo肋 θθρ勿9…,p.128も 同様)6い う まで も な く,合 計 仕 訳 を 経 由す る こ

11叢ll>元 帳lll蕪

転 記 で あ る(た だ し第8章;Boo娩 θθρ伽g

…
,pp.69-73を 参 照)。 さ ら に,著 者 は,現 金 出納 帳 の特 殊 仕 訳 帳 化 に 関 連 し

て,商 品 や 利 息 に つ い て も特 別 金 額 欄 を 設 定 し,い わ ゆ る多 欄 化 を 図 る こ とに

も言 及 して い る(pp.106-107)。

元 帳 に ア ル フ・アベ ッ ト順 の索 引 を 付 して設 定 され て い る 勘 定 科 目は33で あ る

が,そ の うち16は 人 名勘 定 で あ る 。 す なわ ち,第1次 勘 定 と して 現 金 を 筆 頭 に

受 取 手 形 ・人 名 ・支 払 手 形 ・15の 人 名(う ち3つ は 組 合 員)の 各 勘 定を あ げ,

つ い で 第2次 勘 定 と して 資 本 金 を 筆 頭 に 損 益 集 合 ・鉄 道 会 社 株 式 ・ロ ン ドソ 向

'囲B
oo娩 θ9がπ8F…,pp.10-25,74,75で は 次 の よ うな標 準 的 帳 簿 組織 を示 し て い

る。 た だ し仕 訳 を 説 明 す る まで は仕 訳 帳 を 使用 しない で 元 帳 勘定 へ直 接 記 入 して い
'る(

pp.46,47を 参 照)。

塵 出納帳1

仕 入 帳1

売 上 帳1

1当 座 帳1

一匪 訳 画 一巨 帳1

'
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積送品 ・商品 ・綿花 ・営業費 ・受取手数料 ・ニューオー リソズ向積送品 ・利息

(混合勘定)・ 保険料 ・人名を付 した受託販売 ・ウエイブリ号(船 舶).・ 人名

を付 した受託販売 ・砂糖組合売買の各勘定を列挙 し,最 後に残高表 と損益表 と

が示 されている。第4章 で も指摘したが,残 高勘定が設定されていないことに

留意 されたい。

第8章 では,"補 助簿の一般 目的は各種の重要な取引系列を詳細に示す ことで

ある"(p.131)と 述 べ,も っとも一般的に使用される補助簿 ζして次の5つをあ

'げ ,それぞれについて記帳例を示 している6下記の諸帳簿は当座帳(DayBook)

とともに仕訳に と?て 必要不可欠なものであ り,い わぽ特 殊仕訳帳化 されるも

のであるが, .さ らに必要に応 じて交互計算明細帳(AccountCurrentBook)

・書類控帳(LetterBook)・ 注文控帳(OrderBook)な どの補助簿にも

言及 している。

1,現 金 出納帳(TheCashBook)

2.手 形記入帳(TheBillBook)一 受取手形 と支払手形を含む

3.仕 入帳(TheIn▽QiceBook)

4.積 送品記入帳(TheInvoiceBookOutwards)

5,受 託販売帳(TheCommissionSalesBook)

'つ い で
,"現 代 実 践 に お け る仕 訳帳 の 主 た る 目的 は 各 種 の 貸借 項 目を 月次 合 計

(monthlytotals)に 集 約す る こ,とで あ る"(P.136)と して,月 次 仕 訳 に 基

づ く金 額2欄 式 の 仕 訳 帳 を 例 示 して い る 。 そ の最 終 頁(4頁)は 次 頁 の とお り

で あ る(p,142)。

第9章 で は,各 論 の か た ちで種 々 の個 別 的 問 題 が と りあ げ られ て い る。 い ま

そ れ ら の うち か ら注 目す べ きを事 項 を 選 ん で 紹 介 す れ ば 以 下 の とお り.であ る。

まず 第1に,"勘 定 締切 の た め の 諸 記 入 を 仕 訳す る実 務 は 一 般 的 な も ので な い

が,一 定 の 締切 記 入 の 状 況 を説 明す るた め に は,有 用 な 場 合 も あ る"と 述 べ,

さ ら に,"定 額 資 本 制 に よ る組 合 事 業 に お い て は,純 利 益 を 損 益 集 合 勘 定 か ら資

本 金 勘 定 で は な くて 個 々の 組 合 員勘 定 の 貸 方 へ 振 り替 え る のが 至 当で あ る"と



,

、

'

ヱ60
'商 学 討 穽 第31巻 第3・4号

MONTHLYJOURNAL,
,

MARCH,1841.
,

4

MER6HANDIsEtoBll,LsPAYABLE.

Forpurchasesthismonth.

3rd,Bought孕tAuctionqnourNoteat
昌

30days,..........畠.
' $2,500 00

15th,〃ofCharlesMason,onour

Acceptanceat2months,.。 、.. . '2
、800. 00

一 $5,300 00

も.

SuNDRIEsto八4ERcHANDlsE.

.

'F
orsalesthismonth,

PETERHAwES,...。,..5th,$595.00

J八M【曇sKING,..5..。.8th,652・50
1,247 50

B【LLsREcEIvABLE,29th,....,.... 4,800 00一
6,047 50

'

SuNDRIEstoWALKER&ColsCoNslGNMENT.
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.
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主張 している(p。144)。'、

次に,組 合事業における組合員の死亡 もしくは引退にあたって,そ の清算の

ために必要 な各種調整手続が述べられている。すなわち,各 種人名勘定を含む

受取勘牢および支払勘定に関す る経過利居 の認識計上や外茸換算手数料 ととも

に,貸 倒見積額に対 して損益集合勘定へ の借記 と保証基金勘定(Guarantee

F。n9へ の費 記 の 手 罐 説 肌,さ ら、。次 の 、 う謎 べ て 、、る(PP.、45,、46)。

保証基 金勘定は,も し締め切 るのであれば,"借 方新勘定(ToNewAccount)"と

い うふ うに締め切 ることになろ うが,締 め切 る必要 もないで あろ う。す なわ ち,当 該

金額 は,勘 定の開設にあたって,そ の記入の労を避けて負債勘定へ繰 り越 され,従 前

と同 じ状態におかれ ることに なろ う。

すべて上述 した記入を正確 に行 なえほ,残 高表は現金価値 に基づ く評缶(aCash

valuation)で 当該事業 の当該 日付における財政状態を示す ことにな る。

o'

最 後 に,大 規 模 商 企 業 を 前 提 に して,記 帳 労 務の 節 約 とい う観 点 か ら,次 の

よ うな 帳 簿 組 織 を 提 案 し,か つ そ の場 合 の総 合 仕 訳 帳(SummaryJournal)

と して 次 頁 の様 式 の もの を 示 して い る(pp.157-159)。

1L人 名 元 画

12.現 金 出 納 帳 ※

[3.受 取手形記入園

14,支 払手形記入硬 「

帳

帳

入

上

仕

売

FO

ハ0

圧 受 託 販 売 圓

18,当 座 圓

一 「総 合 仕 訳 劃 一匿 勘 定 元 帳1

※ 利息と営業費について特別金額欄を有するもの

⑳ 塑 ゴ4.,pp.135,136で はContingentFunaと い う用 語 を使 用 して い る。 また 同

書 で は,そ れ に 関 連 して,伝 統 的 な 稼 得利 益(earnedprofitsNこ 対 して,資 産 が

現 金 も し くは 現 金等 価 物 だ け か らな る実 現利 益(realizedprofits)と い う概 念 を

区別 す べ きだ と主 張 して い るg
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以上 の考察に基づき,FosterとJonesの2人 が同時代の会計人たちより

も優れていた点を要約すれば次の とおりである。

まず第1に,明 示的もしくは潜在的に資本主理論(proprietarythβory)

に依拠す る資本等式を前提に して,科 学的勘定理論の確立に貢献 した ことを特
⑬①

筆 しなければならない。Fosterは,資 本金 ・貨幣 ・商品 ・人名 とい う4勘 定

分類を展開 し,他 方Jone5は 第1次(財 務).・ 第2次(営 業)と いう2系 統

勘定を主張 して,と もに従来の人名 ・実在 ・名目(擬 制)と い う非科学的分類

を排 している。 とくに,Jonesの 場合,商 品以外の使用財産をも資本金 ととも

に第2次 勘定に含めているとい う点で若干の問題はあるにしても,現 代の実在

・名 目とい う2勘 定系統の有機 的結合に よる複式簿記体系の説明に一層近づい

ているo

第2に,帳 簿組織に関 して,伝 統的な3帳 簿制から2帳 簿制へ進化 し,さ ら

に記帳労務の節約 とい う観点から仕訳帳の分割(複 合仕訳帳制)と 多欄化の方

何を明確に打ちだ している。 しか し,そ れらは彼らの独自的構想に基づ くとい

うより,当 時の優れた大企業の実務を通 じて彼らが導入した ものであるとい う

方が正鵠を射ているであろ う。

第3に,勘 定科 目に関 しては,や は り人名勘定を中心に した債権 ・債務の記

録が多いけれ ども,と くにJonesの 場合,そ れまで見 られなかった損益勘定

翻 の姿勢統 界 骸 る・鵬 蘭 こ肌 嚇Foste「 は依然として設定

し て い る け れ ど も,Jonesは 設 定 し て い な い 。Fosterは,各 種 損 益 勘 定 の

損 益 集 合 勘 定 へ の 振 替 に つ い て,そ の 資 本 金 勘 定 へ の 振 替 と と も に,仕 訳 を 経

由 す る 方 法 を 示 し て い る が,諸 口 に よ る 総 括 転 記 に な っ て い る 。 し か し,ま だ

㈹M.Chatf量eld,.4研3'oηoゾ.40ω 〃〃'ゴ〃8門7■乃o%8駕(Hinsdale,1ユ1.:The

DrydenPress,1974),pp.217一 お0,と くにp.222を 参 照 。
『⑳T

。Turnerの 簿 記書(1804)も 残 高 勘 定 を設 定 して い な いg前 掲 拙 稿,「19世 紀

初 頭 の ナ メ リ カ会 計 文献 」,pp.23≧28を 参 照g
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両 者 と も勘 定 の借 方 ・貸 方 の 摘 要 欄 に は 旧 来 のTo・Byと い う語 を 使 用 して
圃

い るo

レ

第4に ゴ 会 計 処 理 に 関 して は,両 者 と も期 末 財 産 の時 価 評 価 を 主 張 して い る

ほ か,Fosterは 自己 資 本 利 子 の 費 用 計上 を 主 張 し,Jonesも また 経 過 利息 の

認 識 計 上 と とも に 貸倒 引 当金 の設 定 手 続 を 説 闘 し,さ ら に伝 統 的 な 稼 得 利 益 概

念 と と もに現 金 基 準 に よ る実 現 利 益 概 念 を も示 して い る こ とは特 筆 に 値 す る。

また,両 者 が 家 事 費 そ の 他 の私 用 勘 定 を 損 益 集 合 勘 定 で は な くて資 本 金 勘 定 へ

借 記す る方 法 を 主 張 して い る こ とは,よ うや く会 計 実 体 の認 識が な され る よ う

に な った こ との 証 左 で あ ろ う。 しか し,い まだ 減 価 償 却 に 関す る 論 及 は な され

て い な い 。

第5に,2人 が 記 帳 の対 象 と した 企 業 組 織 は,原 理 を 説 明す る基 本 例 題 に お

い ては 個 人 企 業 で あ る が,そ の 後 の 具 体 的 記 帳 例題 に お い て は組 合企 業 を 前 提

に して お り,む し ろ重 点 は後 者 に お か れ て い る と考 え られ る。 これ も また 当 時

の 企 業 組 織 の 展 開 過 程 を 反 映 した もの と粋 え よ う。 しか し,両 者 と も株 式 会 社

に つ い て は 言 及 して い な い 。

第6に,財 務 諸 表 の 萌 芽 と して,と もに残 高表 と損 益 表 が 残 高 勘 定 お よび 損

益 集 合 勘 定 とい う元 帳 勘 定 か ら 独 立 して 作 成 さ れ て し}るこ とに 注 目 しな け れ ば

な ら な い。 と くに 残 高 表 に 資 産 ・負 債 とい う用 語が 付 され,ま た 損 益 表 に 損 失

・利益 とい う用 語 が 付 され て い る こ とか ら判 断 す れ ぽ,上 述 した 意 図 は 明確 に

示 され て い る とい え よ う。

最 後 に,し か し もっ と も重 要 な こ と として,こ の2人 の会 計 人 の 優 れ た 学習

指 導法 を 高 く評 価 しな け れ ば な ら な い 。す なわ ち,既 述 した 科 学 的 勘 定理 論 に
(33)

基 づ い て,伝 統 的 な経 験 律 に よ る仕 訳 ア プ ロー チを 排 し,積 極 的 に 財 務 諸 表 →

e2エA.Anderson,oム6鉱.p.7に よれば,か か る形式を1918年 頃まで使用 してい

た炭鉱会社 もあ るとい う。

㈱ た とえば,当 時の英 ・米 でひろ く読まれていたThomasDilworth,丁 加ro%ηg

Boo彦 一肋 θρ6〆3.43s魏 σπ"…(London:RichardandHenryCustQm,1792)

においては,じ つに175の 仕訳パ ターンを示 してい るとい う。工A,An"erson,oρ.

o舐,pp,20,49を 参照g

r
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元帳齪 というアブ。一チ癬 甜 簿謡 商人の経獣 態を示す購 諸灘

成 手 段 で あ る とい う目的 意 識 を 明 確 化 して い る。な か んず く,こ の こ とはJones

の方炉御底 じているが・勘定の貸借記入に関して・両者ζも借方 ・貸方の用華

にとらわれず,分 類整理 ・増減記入 という説明を通 じて簿記め半統計的性格を

も浮ぎ彫 りに している。"

かく して,わ れわれはアメリカにおける19世 紀前半の先駆的会計人 として,

はたまた優れた会計藪育者 として,躊 躇することなくFosterとJones(ρ 名

をあげることができるあなるほど,Fosterは,"ど んな知識をも吸収するア
(3励

メ リ カ流4),都 会 化 した レオナ ル ド ・ダ ・ヴ ィン チ"と い わ れ たBenjamin

Franklinの 冬 前 を ラ ース ト ・ ネ ー ム の前 に 持 ち なが ら,既 述 し た ご と く

CronhelmやJones・ な どの 先 駆 的 業 績 の模 倣 者 も し くは 票ll窃者(copycat)

だ と称 され て も弁 明の 余 地 は な い で あ ろ う。 だ が しか し,こ れ を 芸 術 の世 界 に

喩 え る な ら ば,Jbnesは 優 れ た 独 創 性 を 持 った 芸 術 家 そ の もの で あ り,か つ 立

派 な教 育 者 で あ った の に 対 し,Fosterは 芸 術 を 正 当 に理 解 し,そ の 普 及 に 貢

献 した 文 芸 家 で あ り,同 様 に 立 派 な教 育 者 で あ った とい う こ とが で き よ う。

'

(3①Littleton,"ACostAppro塾chtoElementaryBookkeeping,"丁 加Acooπ ・

魏 勿gRθ 勿 θω,March1931,pp.33-37-Esε σy30翫40co観'α%6y(Urbana,

Ill.:UniversityofIllinois,1961),pp.567-575に も要 約 が 収 録 さ れ て い る一

を 参 照 。

(鋤AlistairCooke∫ ノ1」げs'α"Coo々 〆s五 翅 〃 ゴoα(London:BBC,1973);鈴 木

兜桜 井 共 訳,『 ア メ リ カ(上)』(日 本 放 送 出 版 協 会,1978),p.169,


